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安全上のご注意（アクチュエータ）
機種の選定および当該製品のご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いくだ
さい。
以下に示す注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財産の損害を
未然に防止するためのものです
JIS B 8433（産業用ロボットの安全通則）の安全規則と併せて必ず守ってください。

指示事項は危険度、障害度により「危険」、「警告」、「注意」、「お願い」に区分けしています。

危　険 取扱を誤ると、死亡または重傷に至る危険が差し迫って生じると想定される内容です。

警　告 取扱を誤ると、死亡または重傷に至る可能性が想定される内容です。

注　意 取扱を誤ると、傷害または物的損害の可能性が想定される内容です。

お願い 傷害の可能性はないが、当該製品を適切に使用するために守っていただきたい内容です。

当該製品は、一般産業機械用部品として、設計、製造されたものです。

機器の選定および取扱にあたっては、システム設計者または担当者等十分な知識と経験を持った人が必ず
「カタログ」、「取扱説明書」を（特にその中の「安全上のご注意」を）読んだ後に取扱ってください。取
扱いを誤ると危険です。
取扱説明書は本体、コントローラ、などの全ての機器の取扱説明書を読んでください。
当該製品とお客様のシステムとの適合性はお客様の方で検証と判断を行った上で、お客様の責任によるご
使用をお願いします。
「カタログ」、「取扱説明書」等をお読みになった後は、当該製品をお使いになる方がいつでも読むことが
できるところに、必ず保管してください。
「カタログ」、「取扱説明書」等は、お使いになっている当該製品を譲渡されたり貸与される場合には、必
ず新しく所有者となられる方が安全で正しい使い方を知るために、製品本体の目立つところに添付してく
ださい。
この「安全上のご注意」に掲載しています危険・警告・注意はすべての場合を網羅していません。特に個
別の内容は、その機器の「カタログ」「取扱説明書」をよく読んで安全で正しい取扱をおこなってください。

全　般

●下記の用途に使用しないでください。
１．人命および身体の維持、管理等に関わる医療器具
２．人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置
３．機械装置の重要保安部品
当該製品は高度な安全性を必要とする用途に向けて企画、設計されていません。人命を保証しません。
また、保証の範囲は納入する当該製品だけです。

設　置

●発火物、引火物、爆発物等の危険物が存在する場所では使用しないでください。発火、引火、爆発の可
能性があります。
●製品を取り付ける際には、必ず確実な保持、固定（ワークを含む）を行なってください。製品の転倒、
落下、異常作動等によって、ケガをする可能性があります。

危　険
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●本体、コントローラに水滴、油滴などがかかる場所での使用は避けてください。
●製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断再接続は絶対に行わないでくださ
い。火災の可能性があります。

運　転

●製品の作動中または作動できる状態のときは、機械の作動範囲に立ち入らないでください。アクチュエ
ータが不意に動くなどして、ケガをする可能性があります。

●ペースメーカー等を使用している方は、製品から１メートル以内に近づかないでください。製品内の強
力なマグネットの磁気により、ペースメ―カーが誤作動を起こす可能性があります。

●製品に水をかけないでください。水をかけたり、洗浄したり、水中で使用すると、異常作動によるケガ、
感電、火災などの原因になります。

保守、点検、修理

●製品は絶対に改造しないでください。異常作動によるケガ、感電、火災等の原因になります。
●製品の基本構造や性能・機能に関わる不適切な分解組立は行わないでください。ケガ、感電、火災など
の原因になります。

全　般

●製品の仕様範囲外では使用しないでください。仕様範囲外で使用されますと、製品の故障、機能停止や
破損の原因となります。また、著しい寿命の低下を招きます。特に、最大積載重量や最大速度は守って
ください。

設　置

●非常停止、停電などシステムの異常時に、機械が停止する場合、装置の破損・人身事故などが発生しな
いよう、安全回路あるいは装置の設計をしてください。

●アクチュエータ、コントローラは必ず、Ｄ種接地工事（旧第３種接地工事、接地抵抗100Ω以下）をし
てください。漏電した場合、感電や誤作動の可能性があります。

●製品に電気を供給する前および作動させる前には、必ず機器の作動範囲の安全確認を行ってください。
不用意に電気を供給すると、感電したり、可動部との接触によりケガをする可能性があります。

●製品の配線は「取扱説明書」で確認しながら誤配線がないように行ってください。ケーブル、コネクタ
ーの接続は抜け、ゆるみのないように確実に行ってください。製品の異常作動、火災の原因になります。

運　転

●製品の可動部を手で動かすとき（手動位置合わせなど）はサーボオフ（テイーチングボックス使用で）
していることを確認してから行ってください。ケガの原因になります。

●ケーブルは屈曲性の優れたものを使用しておりますが、ロボットケーブルではありません。規定以下の
半径の可動配線ダクト（ケーブルベアなど）に収納しないでください。

●ケーブルは傷をつけないでください。ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻き
付けたり、重いものを載せたり、挟み込んだりすると、漏電や導通不良による火災や感電、異常作動等
の原因になります。

●停電したときは電源を切ってください。停電復旧時に製品が突然動き出しケガ、製品の破損の原因にな
ります。

●製品に異常な発熱、発煙、異臭が生じた場合は、ただちに電源を切ってください。このまま使用すると
製品の破損や火災の可能性があります。

●異音が発生したり振動が異常に高くなった場合は、ただちに運転を停止してください。このまま使用す
ると製品の破損、損傷による異常作動、暴走等の原因になります。

警　告
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●製品の保護装置（アラーム）がはたらいた場合は、ただちに電源を切ってください。製品の異常作動に
よるケガ、製品の破損、損傷の可能性があります。電源を切った後、原因を調べ、その原因を取り除き、
電源を再投入してください。
●製品の上に乗ったり、足場にしたり、物を置かないでください。転倒事故、製品の転倒、落下によるケ
ガ、製品の破損、損傷による誤作動、暴走等の原因となります。

保守、点検、修理

●製品に関わる保守点検、整備または交換などの各種作業は、必ず電気の供給を完全に遮断してから行っ
てください。なお、この時下記の事項を守ってください。
１．作業中、第三者が不用意に電源を入れないよう「作業中、電源投入禁止」などの表示を見やすい

場所に掲げてください。
２．複数の作業者が保守点検を行う場合は、電源の入り切り軸の移動は必ず声をかけて安全を確認し

て行ってください。

廃　棄

●製品は火中に投じないでください。製品が破裂したり、有毒ガスが発生する可能性があります。

設　置

●直射日光（紫外線）のあたる場所、塵埃、塩分、鉄粉のある場所、多湿状態の場所、有機溶剤、リン酸
エステル系作動油等が含まれている雰囲気中で、使用しないでください。短期間で機能が喪失したり、
急激な性能低下もしくは寿命の低下を招きます。
●腐食ガス（硫酸や塩酸など）の雰囲気で使用しないでください。錆の発生による強度の劣化の可能性が
あります。
●下記の場所で使用する際は、遮蔽対策を十分行ってください。措置しない場合は、誤作動を起こす可能
性があります。
１．大電流や高磁界が発生している場所 ３．静電気などによるノイズが発生する場所
２．溶接作業などアーク放電の生じる場所 ４．放射能に被爆する可能性がある場所

●本体およびコントローラは、ちり、ほこりの少ない場所に設置してください。ちり、ほこりの多い場所
に設置した場合には、誤作動を起こす可能性があります。
●大きな振動や衝撃が伝わる場所（4.9ｍ／Ｓ2以上）に設置しないでください。大きな振動や衝撃が伝わ
ると誤作動を起こす可能性があります。
●運転中になにか危険なことがあったとき直ぐ非常停止が掛けられる位置に非常停止装置を設けてくださ
い。ケガの原因になります。
●製品の取り付けには、保守作業のスペース確保をお願いします。スペースが確保されないと日常点検や、
メンテナンスなどができなくなり装置の停止や製品の破損につながります。
●製品の運搬、取付時は、リフトや支持具で確実に支えたり、複数の人により行うなど、人身の安全を確
保して十分に注意して行ってください。
●設置のとき、製品の可動部、ケーブルを持たないでください。ケガの原因になります。
●アクチュエータ、コントローラ間のケーブルは、必ず弊社の純正部品を使用してください。なお、アク
チュエータ、コントローラ、テイーチングボックスなど各構成部品は弊社の純正部品の組合せで使用し
てください。
●ブレーキ機構は、垂直軸電源オフ時のスライダ落下防止用です。安全ブレーキなどに使用しないでくだ
さい。
●据付・調整等の作業を行う場合は、不意に電源などが入らぬよう「作業中、電源投入禁止」などの表示
をしてください。不意に電源等が入ると感電や突然のアクチュエータの作動によりケガをする可能性が
あります。

注　意



INTELLIGENT ACTUATOR

運　転

●電源を投入するときは上位の機器から順に投入してください。製品が急に起動し、ケガ、製品破損の
原因になります。

●製品の開口部に指や物を入れないでください。火災、感電、ケガの原因になります。
●製品の１メートル以内にフロッピーデイスクおよび磁気媒体等を近づけないでください。マグネットの
磁気によりフロッピーデイスク内のデータが破壊される可能性があります。

●製品の上に乗ったり、足場にしたり、物をおくことによる駆動部分への傷、打痕、変形を与えないでく
ださい。製品の破損、損傷による作動停止や性能低下の原因になります。

保守、点検、修理

●アクチュエータのグリースを塗布するときは保護メガネを使用してください。グリースが飛び目に入る
と目の炎症をおこします。

全　般

●「カタログ」、「取扱説明書」等に記載のない条件や環境での使用、および航空施設、燃焼装置、クリー
ンルーム、娯楽機械、安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に安全性が要求
される用途への使用をご検討の場合は、定格、性能に対し余裕を持った使い方やフェ―ルセーフ等の安
全対策に十分な配慮をしてください。尚、必ず弊社営業担当までご相談ください。

設　置

●リニアアクチュエータの垂直使用はできません。
●機械装置等の作動部分は、人体が直接触れることがないよう防護カバー等で隔離してください。
●停電時にワークが落下するような制御を構成しないでください。機械装置の停電時や非常停止時におけ
る、テーブルやワーク等の落下防止制御を構成してください。

●テーブルの直進精度を上げ、ボールネジおよびリニアガイドの滑らかな運動を確保するために、下記の
事項に注意してください。
１．本体の取付面は平面度0.05�以内に仕上げてください。
２．アクチュエータの剛性を得るために、設置取付面を十分とってください。

設置・運転・保守

●製品を扱う場合は、必要に応じて保護手袋、保護メガネ、安全靴等を着用して安全を確保してください。

保守、点検、修理

●保守のとき、ボールネジ用グリースは指定のグリースを使用してください。特に、フッ素系グリースと、
リチウム系グリースが混ざると潤滑不良や抵抗増大等により機械に損傷を与える場合があります。

廃　棄

●リニアアクチュエータには強力なマグネットを使用しています。廃棄の場合には、最寄りの弊社営業所
までご連絡下さい。

■「安全上のご注意」全般についてお守りいただけない場合は、弊社は一切の責任を負えません。
■ 製品に関しての、お問い合わせは、最寄の弊社営業所にお願いいたします。住所と電話
番号は取説の巻末に表示してあります。

お願い

その他
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強い力で引っ張らないようにしましょう。

ケーブル処理における禁止事項

IAアクチュエータ、コントローラを使用してアプリケーション・システムを作り上げる場合、各ケーブ

ルの引回しや接続が正しく行われないと、ケーブルの断線や接触不良等の思わぬトラブル発生につながり、

ひいては暴走を引き起こす事にもなりかねません。ここでは、ケーブル処理方法に関する禁止事項につい

て説明しますので、内容をよくお読みいただき確実なケーブル接続を行なって下さい。

ケーブルには折り目、ヨジレ、ネジレを

つけないようにしましょう。2.

ケーブルの一ヶ所に回転が加わらないよ

うにしましょう。4. ケーブルの固定は適度にし、締めすぎな

いようにしましょう。5.

はさみ込み、打ちキズ、切りキズを付け

ないようにしましょう。6.

1.

3.

カールコードの使用

スチールバンド
（ピアノ線）

軽く結束する。

ケーブルがひんぱんに曲る場
所にはスパイラルチューブは
使わないようにしましょう。

１ヶ所に屈曲動作が集中しないようにしましょう。

ケーブル処理における禁止１０項目（必ず守りましょう！）



INTELLIGENT ACTUATOR

吸収材　曲げた時、外側の信号線でつぶされ、
内外の差を吸収する。

ケーブルベアやフレキシブルチューブ内でカラミやヨジレが無いように、また、ケーブルに自由度

が有り結束しないようにしましょう。（曲げた時に突っ張らない事）7.

ケーブルベア内に占める収納ケーブル類

の容積は６０％以下にしましょう。8. 信号線は強電回路と混在させないように

しましょう。9.

ケーブルに極度に屈曲がかかる恐れがある場合は、必ずロボットケーブルを使用しましょう。~~~~~~10.

★ロボットケーブルの必要性
アクチュエータ２－３軸組み合せにおいて、可動部にケーブルを接続した場合、どうしてもケーブル根元
に繰り返し曲げ荷重が働くため、使用しているうちにケーブル内部の芯線が断線する恐れがあります。こ
の断線を極力防止するため、耐屈曲性を格段に向上させたロボットケーブルを是非ご使用されるよう強く
おすすめします。 ~~~~~~~

【標準構造】
メーカー及び
形式で異なります。

ケーブル

保護層

シールド

信号線（銅＋スズ）

（ ）

外皮

ケーブルベア

動力電源線
ダクト

信号線
（フラットケーブル等）

注意：ロボットケーブルを指定の場合でも、アクチュエータ本体から引出されているケーブル
部分は、ロボットケーブルではありません。この部分に屈曲が加わらない様配線処理願
います。
ロボットケーブルは中継ケーブルに適用されます。
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1

お買い上げいただき誠にありがとうございます。

本取扱説明書は、アクチュエータの正しい取扱い方や構造・保守等について解説したものです。

お使いになる前に、必ずこの取扱説明書をお読みのうえ、正しくお取扱い下さいますよう、お願い申し

上げます。本書は大切に保管し、必要に応じて適当な項目をご再読願います。

尚、作動に関しては、コントローラの取扱説明書も併せて充分にお読み下さい。

本アクチュエータは駆動源としてACサーボリニアモータを採用することにより、従来機種に比べ、高

速、高加減速運転が可能となっております。また保護ステンレスシートの採用により外部からの異物の侵

入を防止しています。

１．はじめに

２．概要
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3-1．基本的な取扱い

・本取扱説明書及びコントローラ取扱説明書に記していない取扱い及び操作等に関しては、できないもの

と考え行わないで下さい。

・アクチュエータ、コントローラ間の配線は、必ず、弊社純正品をお使い下さい。

・機械が作動中の状態または電源が投入されている時は、機械の作動範囲に人が立ち入ることは危険を伴

う恐れがありますので、絶対に避けて下さい。

3-2．保守点検作業

・保守点検作業は、必ず、コントローラの電源を遮断して行って下さい。

・点検作業中に第三者が不用意に電源を入れないよう、充分配慮して下さい。

・作業中はその旨を明記したプレート等を見やすい場所に表示して下さい。

・複数の作業者が保守点検を行う場合は、互いの安全を確認して作業を進めて下さい。

特に電源の入切や、軸移動を伴う作業は必ず声を出し、安全を確認して行って下さい。

3-3．永久磁石について

本アクチュエータは高性能希土類永久磁石を使用しております.このため、特にペースメーカーなどの医

療器具を使用されている場合に、医療器具の誤作動の原因になる可能性がありますので、ペースメーカー

等、医療器具をご使用の場合には本製品近傍に近づくことの無いようお願いいたします.

注意：本書の内容は、改良、改善の為、将来予告なしに変更する事があります。

：本書の内容に関しましては万全を期していますが、万一誤りやお気付きの点がございましたら、

弊社技術サービス課または営業技術課までご連絡下さい。

INTELLIGENT ACTUATOR
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4-1．保証期間

保証期間は以下のいずれか先に達した期間と致します。

4-2．保証範囲

上記期間中に製造者の責任により故障を生じた場合は、無料で修理を行います。但し、次に該当する

事項に関しては、保証範囲から除外されます。

・塗装の自然退色等、経時変化

・消耗部品の使用による損耗

・機能上に影響のない発生音等、感覚的現象

・使用者側の不適当な取扱い、並びに保守点検の不備

・弊社または弊社代理店以外の改造

・弊社以外のコントローラを用いた事が原因で起きた故障

・天災、事故、火災等による場合。

尚、保証は納入品単体の保証とし、納入品の故障により誘発される損害はご容赦願います。

修理は工場持ち込みによるものと致します。

技術者派遣は保証期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。

４．保証

・弊社出荷後18ヵ月

・ご指定場所に納入後12ヵ月

・稼働2500時間

INTELLIGENT ACTUATOR
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アクチュエータ各部の名称を次に示します。

本説明書ではアクチュエータを水平に置いた状態で上面かつ原点側からアクチュエータを見て左右を表

します。また前面とは反原点側を意味します。

５．各部の名称

サイドカバーサイドカバー 
ケーブルケーブル 
※２※２ 

右側右側 
スライダスライダ 

原点側原点側 
※１※１ 

スライダカバースライダカバー 

左側左側 ステンレスシートステンレスシート エンドカバーエンドカバー 

エンドカバーエンドカバー 

※１．ケーブルを上側にして、右側が原点側です。（標準出荷時）

※２．スライダから引き出されているケーブル部分はロボットケーブルではありません。

コントローラへ接続する中継ケーブルはロボットケーブルです。

INTELLIGENT ACTUATOR
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6-1．単体での取扱い

アクチュエータ単体で運搬する場合には下記の事項に注意して下さい。

6-1-1．梱包状態での取扱い

特にご指定がない場合、出荷は単軸の場合は各軸毎に梱包しております。極力ぶつけたり落下せぬよう

運搬取扱いには充分な配慮をお願い致します。

・重い梱包は作業者単独では持ち運ばないで下さい。

・静置するときは水平状態として下さい。

・梱包の上に乗らないで下さい。

・梱包が変形するような重い物、あるいは荷重の集中する品物を乗せないで下さい。

6-1-2．梱包から出した状態での取扱い

アクチュエータを梱包から出して取り扱う時はベース部分を持って下さい。絶対にステンレスシート部

分を掴んだりしないで下さい。

・持ち運びの際、ぶつけたりせぬ様注意下さい。特にフロントカバー、リアカバー、サイドカバーにご注

意願います。

・アクチュエータの各部に無理な力を加えないで下さい。特にステンレスシートに力を加えたりケーブル

を引っ張る事のない様にご注意願います。

・本アクチュエータは高性能希土類永久磁石を使用しております。このためペースメーカー等の医療器具

を使用されている方は本アクチュエータの近傍に接近しないようお願いいたします。

補足）アクチュエータ各部の名称は「５．各部名称」を参照下さい

６．運搬、取扱い

警告： 絶対にステンレスシート部分を掴んだりしないで下さい。

INTELLIGENT ACTUATOR



6

7-1．設置環境

設置にあたっては次の条件を満たす環境として下さい。

・直射日光があたらないこと。

・熱処理炉等、大きな熱源からの輻射熱が機械本体に加わらないこと。

・周囲温度は０～40℃。

・湿度85％以下、結露のないこと。

・腐食性ガス、可燃性ガスのないこと。

・通常の組立作業環境であり、塵埃が多くないこと。

・オイルミスト、切削液がかからないこと。

・0.5Ｇを越える振動が伝わらないこと。

・甚だしい電磁波、紫外線、放射線がないこと。

一般には作業者が保護具なしで作業できる環境です。

7-2．保管環境

保管環境は設置環境に準じますが、長期保管では特に結露の発生がないよう配慮下さい。

特にご指定のない限り、出荷時に水分吸収剤は同梱してありません。結露が予想される環境での保管の

場合、梱包の外側から全体を、あるいは開梱して直接、結露防止処置を施して下さい。

保管温度は短期間なら60℃まで耐えますが、１カ月以上の保管の場合は50℃までとして下さい。

７．設置環境、保管環境

INTELLIGENT ACTUATOR
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ここでは単軸使用での取付け方法について記します。

8-1．本体の据え付け

・アクチュエータベースの裏面には取付け用のタップが設けてあります。据え付けにはこのタップをご利

用ください。

８．据付け

タップ径 タップ有効長

Ｍ８ 20ｍｍ

大型：大型：120120

小型：小型：  90

※ベース裏面のタップ径、タップ有効長は、大型、小型共通。

注意：タップは止まり穴となっていますのでボルト長の選定に注意して下さい。不適切なボルトを使

用した場合、タップ穴の破損やアクチュエータの取り付け強度不足となり、精度の低下やおも

わぬ事故の原因となります。

INTELLIGENT ACTUATOR
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8-2．搬送物のスライダへの取付け

・スライダにはタップ穴が設けてありますので、ここに搬送物を固定して下さい。

固定方法は本体据付け方法に準じます。

・スライダにはリーマ穴が２ヶ所あいていますので、取り付け、取り外し時の再現性を必要とされる場合

にはこのリーマ穴を利用してください。また直角度などの微調整を必要とされる場合にはスライダのリ

ーマ穴１ヶ所を用いて調整して下さい。

・ねじ込み深さは、大型20ｍｍ、小型15ｍｍ以内として下さい。左記以上ネジ込むとサイドカバーを傷つ

けたりしてアクチュエータを損傷します。

6060 6060

9090

7070

8-M68-M6深サ深サ1515

2-6H102-6H10深サ深サ8

8-M88-M8深サ深サ2020

2-8H102-8H10深サ深サ1010

10
8

10
8

8484

8585 8585

120120

9090

INTELLIGENT ACTUATOR

リニア小型スライダ取付け寸法

リニア大型スライダ取付け寸法
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8-3．据え付け面

・架台は充分な剛性を有する構造とし、振動発生を避けてください。

・アクチュエータ取付け面は機械加工、又はそれに準じた精度を持つ平面とし、

その平面度は0.1ｍｍ／ｍ以内として下さい。

・保守作業が出来るようなスペースを設けて下さい。

・アクチュエータのベース側面と下面はスライダの走りに対する基準面となっております。

・走行精度を必要とされる場合はこの面を基準に取付けを行って下さい。

上図の様にベースサイドの面はスライダーの走りに対する基準面となっていますので精度が必要な場

合はこの面を基準に取付けを行って下さい。

A

R0
.3

R0
.3以
下以下
 

Ａ寸法 (mm)

２～４

INTELLIGENT ACTUATOR

ベース基準面を利用して架台に取付ける場合の加工は下記図に従って下さい。

大型大型=92.5=92.5

小型小型=78.5=78.5

基準面基準面 

大型大型=92.5=92.5

小型小型=78.5=78.5

基準面基準面 
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8-4．締め付けネジに関して

・ベース取付け雄ネジは六角穴付ボルトを使用して下さい。

・使用ボルトはISO－10.9以上の高強度ボルトを推奨します。

・ボルトと雌ネジの有効ねじ込み長さは次の値以上を確保して下さい。

雌ネジが鋼材の場合　　　　→呼び径と同じ長さ

雌ネジがアルミニウムの場合→呼び径の２倍

・Ｍ８以上のボルトを使用した場合でボルト着座面がアルミとなる場合は高強度ボルト用専用座金を併用

ください。（着座面が座屈するおそれがあります）Ｍ６以下は不要です。また一般のバネ座金は用いな

いでください。

推奨締付けトルクは以下の通りです。

ネジ呼び径
締　め　付　け　ト　ル　ク

ボルト着座面が鋼の場合 ボルト着座面がアルミの場合

Ｍ５ 7.5N・m（0.77kgf・m） 4.3N・m（0.44kgf・m）

Ｍ６ 12.9N・m（1.32kgf・m） 6.7N・m（0.68kgf・m）

Ｍ８ 31.3N・m（3.19kgf・m） 14N・m（1.43kgf・m）

INTELLIGENT ACTUATOR
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ここでは単軸使用での配線方法について記します。

9-1．標準仕様の配線
単軸使用の場合、特にご指定の無い場合、アクチュエータ本体にアクチュエーターコントローラ間中継

ケーブル及び、３ｍまたは５ｍの単軸用ケーブルを付けて出荷しております。ケーブル端のコネクタをコ

ントローラと直結して下さい。

・アクチュエーターコントローラ間中継ケーブルは屈曲疲労性に優れたロボットケーブルを使用しており

ますが、屈曲半径が、R28以下になるような、ご使用方法は避けてください。

・アクチュエータケーブル・コントローラケーブルは、屈曲疲労性に優れたケーブルを使用しております

が、ロボットケーブルではありません。小半径の可動配線ダクトに収容することは避けて下さい。

・単軸用ケーブルが固定できない用途では自重で撓む範囲での使用か、自立型ケーブルホース等、大半径

の配線とし、ケーブルへの負荷が少なくなるよう配慮下さい。

・ケーブルを切断して延長したり、短縮、あるいは再結合しないで下さい。

ケーブルの変更をご希望の場合には弊社までご相談下さい。

９．コントローラとの接続

INTELLIGENT ACTUATOR
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本体 

アクチュエータケーブル 
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10-1．アクチュエータに加わる負荷

・仕様欄に示された負荷を越えない様にして下さい。

特にスライダに加わるモーメント、許容張り出し長さ、積載重量に注意願います。

（下図参照）

・許容負荷モーメント

・許容張り出し長

※許容張り出し値は、取付け物体の重心が張り出し長の１／２の場合です。

10．使用上のご注意

Ma Mb Mc

リ ニア大型 84.75（8.6） 84.75（8.6） 84.75（8.6）

リニア小型 62.3（6.3） 62.3（6.3） 62.3（6.3）

Ma Mb Mc

リ ニア大型 700 700 700

リ ニア小型 630 630 630

McMc

MbMb

MaMa

MbMb、McMc方向方向 

L L

MaMa方向方向 

モーメントの方向 許容張り出しの方向

注意：過大な負荷モーメントを加えた場合、ガイド寿命が短くなるなどの影響がでます。また許容張

り出し長を越えた使用では振動の発生やガイドの寿命に悪影響を及ぼす恐れがあります。

INTELLIGENT ACTUATOR

単位：N・m（kgf・m）

単位：mm
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10-2．原点方向の変更

納入後に原点方向を変更する場合は、エンコーダＺ相の調整が必要となりますので、弊社まで、ご相談

ください。

10-3．ステンレスシート部分に関して

・ステンレスシートはサイドカバー上のラバーマグネットにより吸着されています。鉄粉等の磁性体が雰

囲気中に多く含まれている場合、ステンレスシートとラバーマグネットの間に磁性体が吸着され不具合

を生じる事があります。従って、この様な環境下での使用は避けてください。

・ステンレスシート上に接着材、塗料などの粘性を持った物質が付着すると、スライダーの動作不良やシ

ートの破損につながりますので避けてください。

・ステンレスシートに局部的な力を加えたりすると変形して不具合を生じる場合がありますので注意をし

てください、また設置時や搬送時にステンレスシート部分を掴んだり、押さえたりしないで下さい。シ

ート破損の原因となります。

警告： エンコーダは回転角や原点信号の検出だけでなく、ACサーボの動力線の相切り換えに重

要な役割をはたしており、その位相は厳密に調整されております。原点を変えるためエン

コーダに手を触れることは絶対に行わないで下さい。

INTELLIGENT ACTUATOR
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リニアサーボアクチュエータを選定するには、以下の2つの条件をクリアする必要があります。

条件①　加速に必要な推力がリニアサーボアクチュエータの最大推力以下であること.

条件②　連続運転推力がリニアサーボアクチュエータの定格推力×0.6以下であること.

台形運転パターンを例に取りながら、説明します。

左図において

t ：1サイクルの動作時間（sec）

t a ：加速時間（sec）

t f ：一定速の移動時間（sec）

t d ：減速時間（sec）

上記運転パターンについて、縦軸を

推力にして書き直すと、

左図において

Fa ：加速に必要な推力（N）

Ff ：走行抵抗（N）

Fd ：減速に必要な推力（N）

と、なります。

INTELLIGENT ACTUATOR

11．選定条件

T

t

td

V

tfta

T

F

Fa

Fd

Ff

t

tdtfta



Ft= Fa2・ta＋Ff2・tf＋Fd2・td
t 

条件①　最大推力。

スライダが指令通りに加速する為には、加速に必要な推力Faがリニアサーボアクチュエータの最大推力

より小さいことが必要となります。

リニアサーボアクチュエータの最大推力はスライダ移動速度によって異なります。特に高速域では最大

推力が低下しますのでご注意願います。（図11-1、11-2参照）

推力Faは下記の計算式で求められます。

Fa=（M＋m）・a＋Ff

Ｍ：スライダ自重。（リニア大型の場合4.3kg、リニア小型の場合2.3kgです。）

m：スライダ積載重量。（kg）

ａ：指令加速度。（m/s2）

Ff：走行抵抗。（N）

リニアサーボアクチュエータの場合、走行抵抗は速度に依存し、経験的に以下のように表されます.

リニア大型の走行抵抗

Ff=  3 V V：スライダ移動速度（m/s）

リニア小型の走行抵抗

Ff=  3 V V：スライダ移動速度（m/s）

ここで求めたFaがリニアサーボアクチュエータの最大推力より小さければ条件1をクリアした事になり

ます。

条件②　連続運転推力

負荷やデューティを考慮した連続運転推力Ftが、リニアアクチュエータの定格推力より、小さい事を確

認します。

推力Fｔは下記の計算式で求めます。

INTELLIGENT ACTUATOR
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ここで、Fdは減速に必要な推力で、下記の計算式で求められます。

Fd=（M＋m）・d-Ff

Ｍ：スライダ自重。（リニア大型の場合4.3kg、リニア小型の場合2.3kgです。）

m：スライダ積載重量。（kg）

ｄ：指令減速度（m/s2）

Ff：走行抵抗。（N：前述と同様。）

このようにして求めた、連続運転推力Ftが定格推力×0.6（リニア大型の場合60N、リニア小型の場合

40N）より小さければ運転は可能です。

以上の条件①、条件②を同時に満たす運転条件であれば動作可能となります。

もし、いずれかの条件を満たす事が出来ない場合には、スライダ積載重量を減らす、加速度を落とす、デ

ューティーを下げる等の対策を講じてください。

図11－1

図11-2

（IAIリニア大型,  モータ出力推力） 

モ
ー
タ
 

スライダ 

（IAIリニア小型,  モータ出力推力） 

モ
ー
タ
 

スライダ 
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《選定例》

上記選定方法を用いて，モータ選定作業を行ってみます。

★選定モータ：リニア大型。

★運転条件

・速度 ：3m/s

・加速度 ：19.6m/s2（減速度も同値とします。）

・移動距離 ：1.5m

・スライダ積載重量 ：3kg

・ストローク1.5mの往復動作とします。

上記動作パターンをグラフにしてみると,

と，なります。

では，選定方法に従い，計算を行います。

条件①　最大推力を求めます。

前述の最大推力式に上記運転パターンを代入します。

Fa=（M＋m）・a＋Ff

ここで，

Ｍ：スライダ自重。（IAIリニア大型の場合、4.3kgです。）

m：スライダ積載重量。（kg） ：本例題の場合，3kgです。

ａ：指令加速度。（m/s2） ：本例題の場合，19.6m/s2です。

Ff：走行抵抗。（N） ：本例題の場合, 50Nです。

これより，

Fa＝7.5×19.6＋50 →　193.08Nとなります。

T

V

t

ta tf td
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リニア大型の場合3000mm/s時の最大推力は、図11-1より約150Nなので、最大推力はNGであることがわか

ります。

このため、スライダ移動速度を2000mm/sに下げてみます。

Fa=7.3×19.6＋33.33 →　176.41Nとなります。

リニア大型、2000mm/sの最大推力は、推力-速度線図より約220Nなので、最大推力はOKであることがわ

かります。

条件②　連続運転推力を求めます。

前述の連続運転推力式に上記運転パターンを代入します。

尚、スライダ移動速度は、最大推力の検討結果を受け、2mm/sとします。

ここで，

Fa＝176.41N。 Ff＝33.33N。 Fd＝109.75N。

Ta＝td＝0.102s。 Tf＝0.648s。 T＝1.002s（整定時間0.15s含む）

これより，

Ft＝71.51N

となり，リニア大型の定格推力×0.6の60Nをオーバーしているので，この運転パターンでは運転できない

ことがわかります。

そこで，デューティーを少し下げてみます。

ここでは，t＝1.5s（整定時間0.15s含む）として，再計算すると,

Ft＝58.45N

となり，運転可能であることがわかります。

T

V

t=1.5

tdtfta

Ft= Fa2・ta＋Ff2・tf＋Fd2・td
t 
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12-1．点検項目と点検時期

次に示された期間で保守点検を行って下さい。

稼働状況は１日８時間の場合です。昼夜連続運転等、稼働率の高い場合は状況に応じ点検期間を短縮し

て下さい。

12-2．外部目視検査

外部目視検査では次の項目を確認して下さい。

※ステンレスシートの寿命は走行距離5000kmを目安としてください。但し、使用状況に応じ、適宜ステ

ンレスシートを交換願います。

※シートの交換につきましては原則として弊社持ち込み、または弊社サービスマンが現地にて交換作業実

施と致しますが、やむを得ず、お客様にて交換される場合には、巻末の資料１．ステンレスシート交換

手順を、ご熟読頂いた上で、交換作業を行ってください。

12．保守点検

外部目視検査 内部検査 グリース補給

始業点検 ◯

稼動後１ヶ月 ◯

稼動後半年 ◯ ◯

稼動後一年 ◯ ◯ ◯

以後半年毎 ◯

一年毎 ◯ ◯ ◯

本体 本体取付けボルト等の緩み

ケーブル類 傷の有無、コネクター部の接続確認

ステンレスシート 傷の有無

総合 異音、振動

INTELLIGENT ACTUATOR
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12-3．清掃

・外面の清掃は随時行って下さい。

・清掃は柔らかい布等で汚れを拭いて下さい。

・隙間から塵埃が入り込まない様、圧縮空気を強く吹き付けないで下さい。

・石油系溶剤は樹脂、塗装面を傷めるので使用しないで下さい。

・汚れが甚だしい時は中性洗剤またはアルコールを柔らかい布等に含ませて軽く拭き取る程度にして下さい。

12-4．内部確認

電源を切った状態でステンレスシートをめくり目視点検を行います。

内部検査は次の項目を確認して下さい。

目視により内部状況を確認します。確認は内部への塵埃等異物混入の有無と潤滑状況です。

グリースの色が褐色になっていても走行面が濡れた様に光っていれば潤滑は良好です。

グリースが塵埃により汚れて艶がない場合、あるいは長期に渡る使用でグリースが損耗している場合には

各部清掃後、グリース補給を行って下さい。

内部確認の手順を以下に示します。

①スライダーを原点側に移動させます。

②対辺2.5ｍｍの六角レンチを用いてシート押えのネジを外します。

③シートをめくり内部の確認をします。

④確認が終わりましたら逆の手順で組み立てを行います。

本　　体 本体取付けボルト等の緩み

ガイド部 潤滑の状態、汚れ

注意：内部確認時にステンレスシートを無理に曲げたり、傷をつける事のない様に注意して下さい。

シートを引っ張ったりして、初期の取付け状態が変わる事の無い様にして下さい、取付け状態

が変わるとシートの片寄りや寿命に影響しますので、この様な場合には当社営業技術までお問

い合わせ下さい。

またステンレスシートの端面でケガをする恐れがありますので、手袋を着用するなどして作業

を行って下さい。

INTELLIGENT ACTUATOR
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12-5．内部清掃

・清掃は柔らかい布等で汚れを拭いて下さい。

・隙間から塵埃が入り込まない様、圧縮空気を強く吹き付けないで下さい。

・石油系溶剤、中性洗剤、アルコールは使用しないで下さい。

12-6．ガイドへのグリース補給

12-6-1．使用グリース

使用しているグリースはリチウム系グリースです。

弊社よりの出荷時は次のグリースを用いております。

このほかにも各社、相当するグリースを販売しております。詳しくは対象メーカーに上記グリース名を

明らかにして相当品の選定を依頼して下さい。相当製品として例えば次のような製品があります。

協　同　油　脂 マルテンプＳＲＬ

昭和シェル石油 アルバニアグリースNo.２

モービル石油 モービラックス２

INTELLIGENT ACTUATOR



12-6-2．グリース補給方法

グリース補給の際には、アクチュエータの電源を切ってからグリース補給作業を行ってください。

①スライダをメカエンドに当たるまで手動で動かします。

②エンドカバーにはめ込んである膜付きグロメットを

取り外します。

（グリース補給孔の奥にグリースニップルが見えます。）

③スライダを手で押さえながら、グリース補給孔から

グリースガンを用いて、グリース補給を行います。

④スライダを数回手で前後に動かしてください。

⑤グロメットをエンドカバーに取付けます。

⑥スライダを反対側のメカエンドに当たるまで手動で動かし、②～⑤を繰り返します。

INTELLIGENT ACTUATOR
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警告： フッソ系のグリスは決して用いないで下さい。リチウム系グリスと混ざった場合、本来の

潤滑性能が損なわれ機械に損傷を与える場合があります。

グロメット
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・資料１　ステンレスシート交換手順

お客様にてステンレスシートを交換される場合には、以下の手順に従ってステンレスシートを交換され

るようお願いいたします。

手順１

シートの端から、サイドカバー上を滑らせるようにシートを張ります。この時シートがサイドカバーか

ら外れて永久磁石に吸着しないように注意してください。

手順２

次に、シートのテンションを調整するため、ローラをしっかりと押さえた状態で（手で）、スライダ内

のシート湾曲部分の高さがスライダカバー取付け面より1.0～2.0ｍｍ下がった位置になる様にシートを軸

方向に調整して、シート取付けネジを仮止めして下さい（シンヘッド　M4×8を使用。）

手順３

ローラをしっかりと押えながら（手で）、フルストロークを動かした時に、シート両側の隙間がほぼ均

等になることを確認して下さい。尚、サイドカバーにはシート幅に合わせて溝が設けてあります。この溝

にあわせてシートを張ると両側がほぼ均等になります。

押える押える 押える押える 

1～
2m
m

2m
m

隙間隙間 隙間隙間 

ステンレスシートステンレスシート 

スライダスライダ 
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手順４

隙間が均等になっていなく、スライダに接触している場合はシートが曲がって取付いていますので、再

度作業を行ってシートが真っ直ぐ伸びる様に調整を行って下さい。

最後に、仮止めしていたシート取付けネジを本締めして下さい。

以上が交換手順です。

●注意事項

注）１．ステンレスシートは必ず弊社純正品をご使用ください。

注）２．作業中にステンレスシートで手を切ったりしないように手袋を着用するなどして安全に注意して

ください。

注）３．作業中、永久磁石に磁性体が吸着せぬよう十分ご注意ください。

注）４．ペースメーカ等、医療器具をご使用の方は本作業を行わないで下さい。

以上よろしくお願いいたします。
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